
※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

１

Facebook に本会の活動を随時投稿しています　

 長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多くの人々

は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子

どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。

 本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さん

を募集しております。

 思えば 78 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ

ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようにな

りました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。
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 子ども１人につき １年間３万円。【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】
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Royal park condo,Street 608, Toul kok,
Phnompenh,Cambodia

　

１
９
９
１
年
10
月
23
日
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
紛
争
各
派
が
パ

リ
に
集
い
、パ
リ
和
平
協
定
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、「
国
際
連
合
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
＝
通
称
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
Ｃ
」（
明
石
康
代
表
）の
指
導
下
で
30
年
前
の
１
９
９

３
年
５
月
28
日
、初
の
国
民
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
も
、明
石
代
表
を
筆
頭
に
国
連
平
和
維
持
活

動（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）や
国
際
連
合
の
選
挙
監
視
活
動
に
、沢
山
の

日
本
人
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、選
挙
監
視
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
国

連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
田
厚
人
さ
ん（
当
時
25
歳
）が
４
月

８
日
、コ
ン
ポ
ン
ト
ム
県
で「
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
」と
み

ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

間
を
お
い
て
５
月
４
日
に
は
、国
連
平
和
維
持
活
動
に

参
加
し
て
い
た
岡
山
県
警
の
高
田
晴
行
さ
ん（
当
時
33
歳
）

が
選
挙
監
視
活
動
中
に
タ
イ
国
境
付
近
の
村
で
、や
は

り「
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
」と
み
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
銃
撃

さ
れ
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
不
穏
の
中
で
行
わ
れ
た
第
１
回
選
挙
で
し
た

が
、シ
ア
ヌ
ー
ク
国
王
の
流
れ
を
く
む「
フ
ン
シ
ン
ペ
ッ
ク

党
」が
第
１
党
、フ
ン
・
セ
ン
率
い
る
人
民
党
が
第
２
党
に

な
り
連
立
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
１
９
９
７
年
に
フ
ン
・
セ
ン
第
２
首
相
が
ク
ー

デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
ラ
ナ
リ
ッ
ト
第
１
首
相
を
追
放
し
、政

権
を
奪
取
し
ま
し
た
。

　

以
降
、５
年
に
一
度
行
わ
れ
た
国
民
議
会（
下
院
）選
挙

で
す
が
、最
大
野
党
の
サ
ム
レ
ン
シ
ー
党
が
次
第
に
勢
力
を

増
し
、選
挙
で
は
フ
ン
・
セ
ン
首
相
率
い
る
人
民
党
と
拮
抗

す
る
ま
で
票
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
前
回（
２
０
１
８
年
）の
選
挙
当
た
り
か
ら
フ

ン
・
セ
ン
政
権
に
よ
る
野
党
勢
力
へ
の
締
め
付
け
が
厳
し
く

な
り
、と
う
と
う
１
２
５
議
席
の
全
て
を
与
党
人
民
党
が

独
占
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
７
月
23
日
に
行
わ
れ
る
第
７
回
目
の
国
民

議
会
選
挙
で
は
、サ
ム
レ
ン
シ
ー
党
の
流
れ
を
く
む
最
大
野

党「
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
党
」が
、何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
選

挙
管
理
委
員
会
へ
の
登
録
が
認
め
ら
れ
ず
立
候
補
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。多
党
制
に
よ
る
公
平
な
選
挙
を
標
榜

す
る
ア
メ
リ
ア
国
務
省
や
日
本
の
外
務
省
か
ら
も
、深
い

懸
念
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丁
度
こ
の
会
報
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
、国
民
議

会
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、形
骸

化
し
た
選
挙
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、カ
ン
ボ
ジ
ア
国

民
の
民
意
は
風
前
の
灯
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

今
か
ら
30
年

前
、銃
弾
の
犠
牲

に
な
っ
た
２
人
の

日
本
人
は
、カ
ン

ボ
ジ
ア
に
民
主

主
義
が
根
付
く

こ
と
を
期
待
し
、

汗
を
流
し
血
を

流
し
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
決

し
て
忘
れ
て
欲

し
く
な
い
と
思

い
ま
す
。

(活動のための諸費用含む)

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

里
親
さ
ん
あ
り
が
と
う

民
主
主
義
が
根
付
く
こ
と
を
期
待
し
銃
弾
に
倒
れ
た
２
人
の
日
本
人
を
偲
ぶ

根

岸

恒

次
高田さん殉職30年で献花する日本大使館の植野大使

　５月21日(日)、「ひたちとアジアの文化交流を進める会」（茨城県日立市幸町・

小澤紀夫会長）の定期総会が「日立シビックセンター会議室」で開かれた。総会後

の講演会に根岸理事長が招かれ、「カンボジアの現状と課題」と題して約２時間の

講演を行った。　

　前半はスピーチ中心、後半はカンボジアの様子を写真で知らせるスライドを上映

した。

　聴衆は同会会員のほか、市広報で呼びかけて参加した日立市民ら約30人が集い、

質疑応答も活発に行われた。　講演終了後、関係者らと市内の居酒屋で親睦会を

行った。

根岸理事長が日立市で
　　　　　カンボジアについて講演

　５月３日～４日、代々木公園イベント広場（東京都渋谷区）にて「カンボジア・

フェスティバル2023」（主催＝カンボジア・フェスティバル2023実行委員会など）

が行われ、昨年に続き２年連続で参加した。

　コロナが収束していなかった昨年は参加する団体も少なかったが、今年は昨年の倍

を超える団体が参加、両日とも天候にも恵まれ、大勢の来場者でにぎわった。

　ステージではカンボジア古典舞踊アプサラを始め踊りや歌が人気を集め、カンボジ

ア親善大使の南野陽子さんもステージに立ち歌を披露してくれた。

　時代を反映しているのだろうか、参加した団体は企業が多く、特に海外送金、保険な

どのサービス産業の出店が目立った。参加したＮＧＯ団体は昨年と同じ程度だった。

　本会のブースではスカーフやティーシャツなどがよく売れ、売り子ボランティアを

してくれた多くの会員さんに感謝している。

　長かったコロナの自粛期間も終わり、本会の会員さんや知り合いの皆さんが多数見

え、久しぶりに旧交を温めた。　来年もこの時期に開催が決まっており、今から楽し

みにしている。

　「カンボジア・フェスティバル2023」に参加

カンボジア製Tシャツやスカーフがよく売れました 売り子ボランティアの皆さん(3日)

30人が集いました 終了後、関係者の皆さんと懇親会を
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本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました

プノンペン大学に入学した
サウ・ダウィちゃん

スラム街で暮らす子どもたちに古着配布

縫製工場で働く女性たち

中国語学校

工事中の新国際空港

池の水を売る商売

　「クメール教育里親基金」では、マン・ツー・マ
ンでカンボジアの子どもたちを教育支援してい
る。
　原則として高校生までの教育支援だが、最近
カンボジアの教育レベルが向上しており、高校
卒業後大学に進学する里子が少しずつ増えて
いる。
　里子に支給する教育支援金額は変更ない
が、足りない分アルバイトして、学費を捻出して
いるようだ。
　今年は２人の里子
が大学に入学した。２
人とも女性で、１人は
コンポンスプー県内、
１人はプノンペン市内
の大学にそれぞれ入
学した。里子全体で
は、11人が大学で学ん
でいる。

今年は２人の里子が大学生に今年は２人の里子が大学生に

「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、
教
育
支
援
を
希
望
す
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
、
会
報
紙
面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
支
援

し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
子
ど
も
の
名
前
を
添
え
て
、
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

（
先
に
里
親
が
確
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
既
に
里
子
を
お
持
ち
の
方
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
顔
の
見

え
る
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
の
教
育
支
援
で
す
。

教育支援を
お願いします！
☎
０
３
・
３
９
９
１
・
２
８
５
４　

ス
ー
ン
・
シ
ア
ク
レ
ン
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●
両
親
離
婚
し
父
親
の
み
。
兄
と
姉
が
い
る
。

　

現
在
父
親
、
兄
姉
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
絵
を
描
く
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
30
分
。

ピ
ッ
チ
・
ケ
ー
マ
ー
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

トロパンクエク小学校
（コンポンスプー県）

４年生（10歳）

●
家
族
構
成
＝
両
親
離
婚
し
母
親
の
み
。
兄

　

が
１
人
い
る
。
現
在
母
親
、
兄
と
暮
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
30
分
。

トロパンクエク小学校

（コンポンスプー県）

３年生（９歳）

トロパンクエク小学校

（コンポンスプー県）

５年生（11歳）

レ
ー
ト
・
メ
ン
リ
ア
ン
君

︵
男
の
子
︶

トロパンクエク小学校
（コンポンスプー県）

２年生（８歳）

ウ
ッ
ト
・
ヤ
ジ
ン
君

　(

男
の
子)

●家族構成＝両親と弟がいる。
　現在両親、弟と暮らす。
●好きなこと＝絵を描くこと。
●学校まで徒歩で20分。

●母親死亡、父親のみ。姉と弟が
　いる。父親、姉、弟と暮らす。
●好きなこと＝絵を描くこと。
●学校まで徒歩で15分。

   

０
３
・
３
５
５
７
・
１
２
１
３

FAX

チュレイホープナヴ小学校　
（コンポンスプー県) 

５年生（12歳）

コ
イ
・
ス
レ
イ
オ
ー
ン

ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●家族構成＝両親と兄がいる。
　現在両親、兄と暮らす。
●好きなこと＝絵を描くこと。
●学校まで徒歩で20分。

東
南
ア
ジ
ア
競
技
大
会

　
第
32
回
東
南
ア
ジ
ア
競
技
大
会
︵S

e
a
 G

a
m

e
s
 

3
2

︶
は
５
月
５
日
か
ら
12
日
間
の
日
程
を
終
え
、
５

月
17
日
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
新
国
立
競
技
場
で
閉
会
式

が
行
わ
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
獲
得
し
た
国
別
メ
ダ

ル
数
は
ベ
ト
ナ

ム
、
タ
イ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
次
い

で
４
位
、
前
回
の

ベ
ト
ナ
ム
大
会
は

８
位
だ
っ
た
の

で
、
開
催
国
と
し

て
の
面
目
を
保
つ

こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。
続
い
て
６
月
５
日
か
ら
９

日
ま
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
た
。

︵
写
真
出
典
：
鈴
木
春
男
様
のF

a
c
e
 b

o
o
k

︶

　
ユ
ニ
セ
フ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お

け
る
児
童
労
働
の
現
状
に
懸
念
を
表
明
、
問
題
対
処

に
向
け
た
行
動
を
促
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
社
会
経
済

調
査
に
よ
れ
ば
、
５
歳
〜

17
歳
の
子
ど
も
の
17
％
が

労
働
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
学
校
を
中

退
し
、
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
リ
ス
ク
の
あ
る
危

険
な
仕
事
に
従
事
し
て
お

り
、
憂
慮
す
べ
き
現
実
と

な
っ
て
い
る
。

ユ
ニ
セ
フ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
児
童
労
働

の
現
状
に
懸
念
表
明

︵
写
真
出
典
：
ポ
ス
テ
カ
ン
ボ
ジ
ア
︶

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
就
業
率
は
世
界
最
高

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
労
働
職
業
訓
練
省
大
臣
に
よ
れ

ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
雇
用

率
は
99
・
３
%
と
好
調

で
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
を
維
持
し
て
い
る
。

同
大
臣
は
﹁
今
日
創
出
さ

れ
た
雇
用
は
大
半
が
近
代

的
な
産
業
で
、
国
の
経
済

に
も
大
き
な
価
値
を
も
た

ら
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
た
。

︵
写
真
出
典
：
ポ
ス
テ
カ
ン
ボ
ジ
ア
︶

国
民
議
会
選
挙
投
票
の
た
め
労

働
者
に
３
日
間
の
有
給
休
暇

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
労
働

職
業
訓
練
省
は
民
間
企
業

や
雇
用
主
に
対
し
、
国
民

議
会
選
挙
の
投
票
に
向
け

て
労
働
者
が
帰
省
す
る
た

め
に
、
３
日
間
の
有
給
休

暇
を
認
め
る
よ
う
に
命
じ

た
。
国
民
議
会
選
挙
は
７

月
23
日
に
予
定
さ
れ
て
お

り
、
18
の
政
党
が
１
２
５

議
席
を
争
う
。
︵
写
真
出
典
：
ポ
ス
テ
カ
ン
ボ
ジ
ア
︶

メ
コ
ン
川
の
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
が
復
活

　
コ
ロ
ナ
禍
で
営
業
を
中
止
し
て
い
た

メ
コ
ン
川
の
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
が
、

３
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。
こ
の
ク
ル
ー

ズ
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
王
宮
付
近
に
あ

る
船
着
場
を
出
発
し
て
メ
コ
ン
川
を
約

２
時
間
走
行
、
そ
の
間
に
川
風
に
揺
ら

れ
て
夕
ご
飯
を
食
べ
る
コ
ー
ス
で
、
値

段
は
日
本
円
で
３
千
円
程
度
と
お
値
打

ち
で
あ
る
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
訪
問
の
際

に
は
是
非
ご
利
用
を
。

地
方
で
は
池
や
川
の
水
が
生
活
水

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
水
道
普
及
は

都
市
部
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、

地
方
で
の
水
源
は
池
や
川
、
雨

水
に
井
戸
水
。
雨
が
降
ら
な
い

乾
季
は
池
や
川
の
水
を
タ
ン
ク

に
入
れ
、
車
で
水
を
売
る
商
売

が
繁
盛
し
て
い
る
。
日
本
で
は

災
害
時
に
自
衛
隊
の
給
水
車
が

活
躍
す
る
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

は
そ
れ
が
日
常
の
光
景
だ
。

に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
た

「
パ
ブ
ス
ト
リ
ー
ト
」　コ

ロ
ナ
禍
で
一
時

閉
鎖
状
態
だ
っ
た

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
の

繁
華
街
﹁
パ
ブ
ス
ト

リ
ー
ト
﹂
が
、
よ
う

や
く
活
気
を
取
り
戻

し
た
。
コ
ロ
ナ
前
に

比
べ
る
と
客
数
は
ま

だ
半
分
程
度
、
人
気

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も

予
約
な
し
に
席
を
確

保
で
き
る
が
、
そ
れ

で
も
一
時
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば

一
歩
も
二
歩
も
前
進
。

新
プ
ノ
ン
ペ
ン
国
際
空
港
、

２
０
２
５
年
に
運
用
開
始

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
南
方
約
20
㎞
に
位
置
す
る
新
国

際
空
港
﹁
テ
コ
・
ク
ロ
ン
・
タ
ク
マ
ウ
国
際
空
港
﹂

は
約
50
％
の
建
設
が
完
了

し
、
２
０
２
５
年
初
頭
か

ら
の
運
用
開
始
を
予
定
し

て
い
る
。
同
空
港
は
年
間

５,

０
０
０
万
人
の
利
用
を

想
定
し
た
設
計
が
な
さ

れ
、
総
面
積
２
、
６
０
０

h
a

に
３
本
の
滑
走
路
と
サ

テ
ラ
イ
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

備
え
た
空
港
に
な
る
。

中
国
語
学
校
が
人
気

　
道
路
が
混
雑
し
て
い
る
の
で
何
か
と

思
え
ば
、
中
国
語
学
校
が
終
わ
り
生
徒

た
ち
の
迎
え
の
車
で
渋
滞
し
て
い
た
。

日
本
人
と
し
て
は
や
や
寂
し
い
が
、
今

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
中
国
語
ブ
ー
ム
。
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
限
ら
ず
最
近
は
地
方
で
も
中

国
企
業
の
看
板
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
日
本
語
を

学
ぶ
人
は
も
は
や
少
数
派
、
日
本
製
品

の
看
板
も
中
国
や
韓
国
に
押
さ
れ
て
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
く
な
っ

た
。
時
代
の
流
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
ジ
ュ
ー
ス
が
子
ど
も
た
ち
に
人
気

　
地
方
に
行
く
と
か
な
ら
ず
見

か
け
る
の
が
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

ジ
ュ
ー
ス
販
売
車
。
長
い
さ
と

う

キ

ビ

の

茎

を

圧

縮

し

て

ジ
ュ
ー
ス
に
す
る
も
の
で
、
一

杯
１
０
０
０
リ
エ
ル
︵
30
円

位
︶
で
美
味
し
い
ジ
ュ
ー
ス
が

飲
め
る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
お

や
つ
と
し
て
人
気
が
あ
る
。

順位表

働
く
子
ど
も

労働職業訓練省大臣(左)

パブストリート

ディナークルーズディナークルーズ

サトウキビジュース販売サトウキビジュース販売
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・ 通学用かばん 3,000 円

　本会のカンボジア事務所では現地スタッ
フが、教育里子が通学する小学校（25校）
を隔月に訪問、教育里親様より頂戴した年
会費の中から６回に分け、米ドルに換金し
て教育支援金を届けている。
　中学校、高等学校に通う教育里子も出身
校の小学校に集まり、支援金を受け取って
いる。
　５月29日～６月３日の間に４月分と５月

分を、２人の現地ス
タッフ（ドライバー
含む）が各学校を回
り、教育支援金と里
親さんからのプレゼ
ントなどを届けた。
　５月18日には学
校が再開し、子ども
たちも元気に通学を
始めた。

里子への教育支援金を
隔月に届けています

　
本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
両

親
や
片
親
を
な
く
し
た
り
、
親
が
い
て
も
貧
し
い
家
庭
環

境
に
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
２
０
０
３
年
に
﹁
ク
メ
ー
ル
教
育

里
親
基
金
﹂
を
創
設
、
現
在
２
４
８
人
︵
５
月
末
日
現

在
︶
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育
支
援
し
て
い
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
公
立
学
校
は
今
年
か
ら
新
学
期
が
始
ま

り
、
里
子
た
ち
も
元
気
に
通
学
し
て
い
る
。
４
月
５
日
〜

５
月
17
日
ま
で
の
約
１
ヵ
月
月
半
の
長
い
休
暇
も
終
わ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
通
学
を
再
開
し
た
。

　
６
月
２
日
、
日
本
に
い
る
里
親
さ
ん
が
久
し
ぶ
り
に
オ
ン
ラ
イ
ン
︵Z

o
o
m

︶
に
よ

る
里
子
訪
問
を
行
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
里
子
訪
問
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
務
局
に
連
絡
を
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
３―
３
９
９
１―

２
８
５
４

今　紀子（東京都在住　会員）乙氏の失踪投稿投稿

投稿投稿

コロナウイルスの影響で、カンボジアへの渡航回数が少なくなり

ました。しかし、海外送金は問題なく可能ですので、当面は皆様

から送って頂いたプレゼント代金を現地の本会銀行口座に送り、

現地スタッフがプレゼントをお届け致します。里子からのお礼状

(写真付き)もメールで送ってもらいます。

事務局に届いた里子プレゼント(品物)につきましては、年２回程

度になりますが、空港から持参させて頂きます。暫くお時間を頂

きますので、この時期品物を避け、なるべく現金をお送りくださ

い。(手紙はメールで、現地に送ります)

学校が再開し校庭で
本を読む生徒たち

カンボジアの教育制度 ３
 ～～就学率～～

　近年、地球上では災害やら戦争やら、信じられないような出来事が起こっている。
　ふと、二十年程前の出来事を思い出した。スマトラ地震でスリランカも津波の被害に遭った時の事であ
る。当時、スリランカでボランティア活動をしていたアケミさんに誘われ、ご一緒した。
　私たち日本人が活動の為にスリランカに渡ると、いつもサポートをして下さるのが、乙氏だった。彼は
幼稚園を経営していて、奥様と二人のお子様がいらっしゃった。
　いつも笑顔で、積極的に協力して下さる乙氏。その彼の笑顔の裏に、私は「無常」を感じた。いつもと違
うのである。
　彼は、津波でお姉様を亡くされている。津波の犠牲になった多くのご遺体のお世話も精力的になさって
いた。そのせいだろうか。彼から立ち昇ってくるのは「無常」だった。
　私達は、主に奨学生達の安否を確認し、どのような支援が必要か考えながら帰国の途についた。私はそ
の後、スリランカに行く事はなかったが、アケミさんは度々、スリランカに渡った。
　そしてある時、乙氏の失踪を耳にした。大方の人は「女の元に走ったんだろう」などと言っている。私は
「違う」と思った。
　「女」であの「無常感」を癒すことができるだろうか。乙氏の全身を包み込むようなあの「無常感」は、人
間の手にはおえない物である。彼は「仏」に救いを求めたのではないだろうか。彼は「寺」に駆けこんだに
違いない。
　スリランカの道端には、当時お釈迦様を祀った祠（ほこら）のような物があり、乙氏は車を止めると、い
つも丁寧に礼拝されていた。敬虔な仏教徒なのであった。
　月日は過ぎ去り、アケミさんも鬼籍に入られた。乙氏のその後を話してくれる人は、誰もいない。（完）

理事・佐々木英介（東京都在住、里親会員） 副理事長　及川 英博  （岩手県奥州市在住・里親会員）

ポルポト時代を日本で生き延びた
カンボジア男性の話（１）

投稿投稿

　カンボジアは今年、ポルポト政権が崩壊して43年を迎えた。そして内
戦が終結した1991年から数えて32年になる。
　カンボジアは今も年七～五％前後の高度経済成長に湧き、プノンペ
ン市内を見る限り、すでに「戦後」と呼ばれる時期を脱しているように
感じられる。
　私はコロナ明けのカンボジアを訪問して、ひさしぶりにキリング
フィールドを訪れてみた。相変わらず静寂な森には、現地人はほとんど見えず、多くの欧米人だけが目に
ついた。それは、カンボジアにとっては40年前に百七十万人以上のカンボジア人が命を落としたポルポト
時代を生き延びた人々の人生を変えてしまったその記憶が、まだ生 し々く残っているからのように思えた。
　ここで私が見聞きした「ポルポト時代を日本で生き延びたカンボジア人男性の話」を紹介したいと思う。
　メイ・カリアン氏は、1953年カンボジアがフランスから独立した年にポーサット州で生まれた。父は小
学校の教師で兄弟は男七人、女二人の九人兄弟。メイ氏は上から二番目の次男だった。
　当時のカンボジアはシアヌーク殿下の下で新しい国づくりが始まったところで、みずみずしい息吹にあ
ふれていた。「アポロ11号」の月面着陸の年で、メイ氏は16歳だった。
　アポロ月面着陸の翌年、カンボジアは内戦状態に陥った。「広い世界に出たい」というメイ氏の願いに
暗雲が垂れ込めた。それでも何とか勉強を続ける道を探し、プノンペンに上京して名門シソワット高校に
入学、工科専門学校へと進学した。だがこの頃は戦況が悪化して、米軍による爆撃や学生の動員が始まっ
ていた。
　メイ氏は留学を決意した。しかし有力者のコネもなく、資金もない学生にとって留学は夢のようなこと
だった。しかし、「日本の国費留学は公平な試験で選ばれていた。だから私は日本を選んだ」。
　メイ氏は厳しい試験に合格して、四人中一人の国費留学生となった。1974年、ポルポト派政権が樹立す
る前年だった。（続く）

教育支援金を
届けました

学生と談笑する
メイ・カリアン氏

就学率が高い小学校

以下の表は小学校から高校までの退学率や卒業率です。

小学校 中学校 高校
就学率 ％ ％ ％
中途退学率 ％ ％ ％
卒業率 ％ ％ ％

（2021年カンボジアの教育･青少年･スポーツ省）

　カンボジアでは2001年に
義務教育が無償化されたこと
によって就学率が一気に向
上しましたが、その後、農村部
を中心に段々と中退率の増
加が目立つようになってきま
した。特にこの10年間は中国
資本による縫製や靴などの
工場増加に伴って農村部の
働き手が次々と賃金の良いそちらへと流れ続けており、その結果、
農村では残された老人たちだけでは農業を維持できず、小さな子
供たちまで労力として駆り出されざるを得ない状態となっている
地域も多くあるようで、それが都市部に比べて多い農村部の中途
退学率に影響を与えているように思われます。また、都市部に比べ
て農村部の教師の数が少ないだけでなくその質が低いこと、更に
無資格教員がいることも原因の一つと考えられています。
　教師になるためには中等教育の卒業試験と養成校の入学試験、
更に養成校の修了試験をパスする必要がありますが、実際にはそ
れらの試験では日本では考えられないような多種多様なカンニン
グが横行しているらしく、これでは教師の質が悪くても当たり前と
も言えそうです。
　なお、カンボジアの出生登録率は約70％(2014年)でしたが、政
府の方針により出生証明書が無料化され更にスマホでも登録で
きるようになったことによって登録率が上がり不就学の減少が期
待されています。
　カンボジアでは就学率そのものは確かに上昇してきてはいます
が、中学校や高校となるとまだかなり低い状態が続いています。確
かに貧困もその原因の一つではありますが、それ以上に、保護者
の学校教育に対する関心の低さや農家の子どもは家の手伝いを
すべきだという慣習、更に女子が学校に行くのを好まない風潮も
まだ残っており、保護者の意識改革も今後の重要な課題の一つと
して挙げられそうです。
　また、地域によって小学校はあっても中学校がない場合もあり、
これも中学校への就学率の低さに影響を与えていることから、私
たちも各地の教育環境と自治体の方針とを図りながら、場合に
よっては新たな中学校建設プロジェクトとして今後の活動に取り
入れる必要があるかもしれません。(了)



●教育里親会員 １９１ 名
●個人会員　　　　　　６9 名
●団体会員　　　　　１０団体
●寄付協力者（随時）　６１名
　合　　　計　　　　３３１名

本会の会員状況をお知らせいたします
（2023年５月末日現在）

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手やビー

ル券やデパートの商品券を集め、活動資金にしてお

ります。皆様の家に眠っているものがございました

ら、ぜひ、ご協力くださいますよう、よろしくお願

い致します。普通郵便で事務局へお送りください。

教育里親会員　入 会 申 込 書 年 　 月 　 日

名
氏

所
住

考
　
備

生 年 月 日

(TEL)

ふ り が な

年 　 　 　 　 月 　 　 　 　 日

〒

１. サポートしてくださる子どもの人数　　[　　　　　　]　人

２. サポートしてくださる子どもの性別　　① 男の子　　　　　　　② 女の子　　　　　　　③ どちらでも

３. その他　[ 具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　

＊入会してくださる方は所定の事項をご記入のうえ、本会事務局までお送りください。　　　　　　
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も
た
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う
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１
万
２
千
６
百
円
︵
42
％
︶

　
会
の
運
営
に
回
す
年
額

　
　
　
　
　
１
万
７
千
４
百
円
︵
58
％
︶

正
会
員
と
し
て

～フン・セン首相の美談２件～
春さんのカンボジアレポート

理事・里親会員　　鈴木春男（カンボジア・シェムリアップ在住）

　今年の４月にカンボジアの若手俳優・歌手パン
ハシットの母親が病気になり、その治療費が高額
で支払えないとのニュースに、フン・セン首相夫妻
は３万ドル（約400万円＝カンボジア国民の年収
10年分超）を寄付すると発表！
　５月には、SeaGame32（東南アジア競技大会）
でボランティアをしていた若いカンボジア女性が
バイクの盗難に遭い、これにもフン・セン首相は直
ちに対応し、3,000ドルの支援を発表しました！
　支援を受けた女性は「首相に感謝し、彼と彼の
家族の健康、長寿、すべての旅行における安全、そ
してすべての仕事の成功を願っています」と述べ
ています。
　この美談２件を情報省や新聞メディアは「フン・
セン首相の優しさと思いやりは、私たち全員が従う
べき規範です。国民を気遣う指導者からの心のこ
もったジェスチャーです」とヨイショ報道。間もなく
７月は５年に一度の総選挙です！！

オンライン情報
交換会を毎月開催

写真出典：Ｋhmer Times

　本会では、カンボジア在住の日本人や
現地スタッフの協力のもと、現地情報を
オンライン（Ｚoom）で紹介する「カンボ
ジア情報交換会」を、原則毎月第２土曜
日の10時～11時半に開催しています。５
月は13日に、６月は10日に開催しました。
　８月以降の日程は次の通りです。（９月
９日）
　入場・退場は自由ですので、お気軽に
都合良い時間帯にご参加ください。
（参加希望者にはＺoomのＩＤとパス
コードを事務局より事前に送ります。ま
た、Zoomに不慣れの方には事務局よよ
り操作を指導いたします）

十
数
年
来
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育
支
援
し
て
お
ら

れ
る
石
川
桂
さ
ん（
愛
知
県
安
城
市
在
住
）が
２
月
に
、高
齢
者

叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。米
寿（
88
歳
）を
迎
え
ら
れ
た
石
川
さ
ん
の
益
々
の
ご
活

躍
と
、ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
渡
航
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。今
の
所
Ａ
Ｎ
Ａ
直
行
便
が
就
航
し
て
い
な
い
た

め
、ど
ち
ら
か
の
空
港
で
乗
り
継
ぎ
が
必
要
で
す
が
、根
岸
理
事
長
が

10
月
10
日
前
後
〜
11
月
10
日
前
後
に
現
地
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
の

で
、カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。こ
の

間
で
あ
れ
ば
、里
子
訪
問
等
の
ご
案
内
可
能
で
す
。

　

ま
た
、根
岸
始
め
他
の
役
員
も
こ
の
期
間
に
随
時
渡
航
予
定
で
す

の
で
、お
一
人
で
は
不
安
の
方
に
は
、せ
め
て
往
路
だ
け
で
も
ご
一
緒
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
こ
の
会
報
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
５
年
に
一

度
の
総
選
挙（
国
民
議
会
選
挙
）が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

公
明
正
大
な
選
挙
を
期
待
し
て
お
り
ま
す

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
雨
季
に
な
り
、ほ
ぼ
毎
日
雨
が
降
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。雨

も
農
作
物（
特
に
コ
メ
）に
欠
か
せ
な
い
天
の
恵
み
で
す
。雨
季
が
終
る
頃

（
11
月
）、田
ん
ぼ
で
は
稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
す
。

■ 「
カ
ン
ボ
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
」（
代
々
木
公
園
イ
ベ
ン
ト
広

場
）も
無
事
に
終
了
し
、ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
売
り
子
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
様
に
は
、心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。来
年
も
５
月
３
日
〜
４
日
に
開
催
、参
加
予
定
で
す
。

■

オンラインで開催

2003年、チアシム小学校の里子訪問

写真提供 ： 遠藤  啓 様

栄華を極めたアンコールワット

フン・セン首相のプレゼント

投稿投稿
理事長　　　根岸 恒次

カンボジア独立70年に思うこと（１）

　今年の11月９日、カンボジア王国（通称：カンボジア）は独立70年の節目を迎える。
　70年前の1953年、カンボジアは当時のシハヌーク国王が旧宗主国フランスと粘り
強く交渉を重ねた結果11月9日に完全独立を果たしたが、他の東南アジア諸国と同様
に、決して平たんな道のりではなかった。
　カンボジアと言えば、世界遺産アンコールワットを思い浮かべる人が多いに違いない。
　現在のカンボジアは人口１千６百万人程度で、国土面積は日本の半分にも満たない小国であるが、アンコールワットが建造さ
れた12世紀中頃はアンコール王朝がピークを迎え、最大版図は現在のベトナム、タイ、ラオス、マレーシアに及ぶ大帝国だった。
　しかし13世紀になるとアンコール王朝は急速に衰退し、15世紀前半にはタイのアユタヤ朝に滅ぼされて王朝は滅亡、その末裔
のカンボジア人は、首都をウドンからプノンペンへと遷都して生き延びたが、悲しいかな小国の悲哀、今度はカンボジアの東西に
位置する地域大国、ベトナム及びタイからの侵略に悩むことになる。
　17世紀になると、ベトナムがカンボジアの領土だったメコンデルタに侵攻し、タイもカンボジアの領土だったバッタンボンとシェ
ムリアップをかすめ取るなど、カンボジアは西のタイと東のベトナムの属国のような立場で、苦境に立たされていた。
　そこに現れたのがフランスだ。フランスはタイを威嚇してカンボジアを保護下に置き、19世紀末までにカンボジア、ベトナム、ラ
オスのインドシナ３国はフランス領インドシナに編入された。
　当時は帝国主義が興隆を極め、大半の東南アジア各国は欧米列強の植民地、又は保護下に置かれていた。例えばインドシナ３
国はフランス、ビルマ（現在はミャンマー）とマレー（現在はマレーシアとシンガポール）はイギリス、欄印（現在はインドネシア）は
オランダ、フィリピンはアメリカといった具合に。
　そして20世紀、後発の帝国主義国日本もバスに乗り遅れるなと、東アジアを中心に領土を拡張し、ひとかたの帝国主義国家に変
貌していった。（続く）

懐かしき1枚


